
【新規事業の失敗をゼロに】1 ヶ月 30万円で「勝てるプロダクト設計」を完成。AI を駆
使したディレクターがアイデア具体化からUX デザイン、要件定義、MVP開発までを二人
三脚で実現。 
～「構想止まり」から「開発断念」まで、新規事業を阻む“魔の谷”を AI活用で最速突破～ 
ディレクトリジャパン株式会社 
 

 

ディレクトリジャパン株式会社（本社：東京都武蔵野市、代表取締役：西原勇介）は、新
規事業立ち上げの最大の難所である「UXデザイン・要件定義」フェーズから、市場検証
のための実用最小限の製品（MVP）開発までを支援する、AI活用型の「プロダクト設
計・開発一気通貫サービス」を提供いたします。 
 
熟練ディレクターが最先端 AI を駆使する独自のハイブリッド体制により、UX デザインか
ら要件定義までを「1 ヶ月・30万円（税抜）」で提供。さらに、その計画を基に「オフシ
ョアエンジニアによるローコスト開発 × AI ディレクターによるプロダクト設計」を組み
合わせた開発までを継ぎ目なく支援し、事業の成功確率を劇的に高めます。 
 
■ 新規事業を成功へ導く「3 つの魔の谷」の突破 
当社はこれまでの支援実績から、多くの新規事業が形になる前に消えていくプロセスを分
析し、そこには「3つの魔の谷」が存在することを突き止めました。 
 

• 第 1 の谷：【構想止まり】 アイデアはあるが、具体的な仕様や画面イメージに落と
し込めない。 
 

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/11949
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/11949


• 第 2 の谷：【開発の断念】開発ベンダーとの認識ズレや想定外の追加費用で予算が
尽きる。 

 
• 第 3 の谷：【リリース後の沈黙】 サービスやデザインが市場ニーズとズレ、誰にも

使われない。 
 

本サービスは、この「谷」を飛び越えるための「勝てるプロダクト設計」を策定し、その
まま「最短・低コストの開発」へと繋げます。 
※30社のデジタル新規事業プロジェクト新規事業担当者へのヒアリング・アンケート結果
より当社分析。 

 
 
■ 1 ヶ月・30 万円で手に入る「勝てるプロダクト設計」：その 3つの核心的価値 
最初の 1 ヶ月で、開発の失敗を防ぐための「事業の礎となる 3つの成果物」を提供しま
す。 
 
１．勝てる UX デザイン（課題解決の定義）：AI を駆使し、ターゲットの「真の痛み」を

解剖。誰の、どんな課題を、どう解決するのかという「勝ち筋」を正確に定義。 
 

２．直感的なプロトタイプ（完成イメージの可視化）：定義した解決策を、操作可能な画面
イメージ（体験）として可視化。関係者全員の認識を一致させます。 
 
３．ブレのない要件定義書（エンジニアへの翻訳）：ビジネスの想いを、開発者が即座に実



装できる詳細な機能定義へと翻訳。 
 
■ プロダクト設計を「最安・最高品質」で形にする。独自の MVP 開発モデル 
プロダクト設計を策定して終わりではありません。当社では、そのプロダクト設計を最も
効率的にプロダクト化する「MVP開発サービス」を継続して提供します。 
 

• 核心となる機能絞り込みと正確な伝達： 
本当に必要な機能に絞り込み、ユーザーの反応を早期に確認しながら無駄のない開発を行
います。 
構想を練ったディレクターがそのまま開発を指揮するため、伝達ミスによるロスが発生せ
ず、デザインのさらなる深堀につながり、アイデア具現化を実現できます。 
 

• ローコスト×高品質のハイブリッド体制： 
開発においては AIなど先端技術にも対応できるオフショアエンジニアを活用し、
ローコスト×ハイテクノロジーの開発を実現できます。 
 

■ 【先行導入事例】1ヶ月の設計から、そのまま「最短 MVP 開発」へ 
～AI企業調査サービス：戦略策定からMVP リリースまでを一気通貫で支援～ 
「膨大な企業情報を高速調査したい」という構想段階から、当社の体制で開発まで完結さ
せたプロセスを公開します。 
 

• 1 ヶ月で「プロダクト設計」を完成：AIを活用した深層ニーズ分析により、ユーザ
ーが熱狂する「情報の届け方（体験）」を定義。 
 

• そのまま開発フェーズへ移行：策定した要件定義書を基に、当社専任のグローバル
チームが即座に実装を開始。 
 

• オフショア×AI ディレクターの威力：低コストな開発リソースを使いながら、AI
ディレクターが引き続き二人三脚で担当することで、手戻りなく、当初の構想通り
の MVPを 3か月間で検証環境へデプロイ（公開）しました。 



 
 
■ 本サービスの特徴： 

• AI 活用で「見える化」を高速化：リサーチやドキュメント作成を AI で半自動化。
浮いた工数を「プロダクトの磨き込み」に集中させることで、低価格と高品質を両
立。 
 

• 無駄な手戻りをなくし開発費を抑制：プロダクトの本質的な価値に集中して開発を
進めるため、無駄な手戻りをなくし、最速でゴールを目指します。 

 
■ 新年キャンペーン：「プロダクト設計 1枚目」プレゼント 
本格始動を記念し、60分の無料セッションを通じてプロダクト設計 1 枚目を限定 15社様
へプレゼントします。なお、定員に達し次第、本キャンペーンは終了となります。 

• 期間：2026 年 1月 6日(火)～1 月 31日(土) 
• 特典： ヒアリングを基に AIディレクターが作成した『プロダクト設計 1 枚目』を

プレゼント。 
無料セッション申し込み 
サービス詳細を見る 
 
■ 会社概要 
社名： ディレクトリジャパン株式会社 
代表者： 代表取締役 西原 勇介 
所在地： 〒180-0003 東京都武蔵野市吉祥寺南町 1-11-11 BIBIインターナショナル 5階 
URL： http://directoryjapan.jp/ 
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http://directoryjapan.jp/


 
■ サービス一覧 

• 月額制プロダクト開発部 
• 伴走型MVP開発 
• AI ディレクター構想支援 
• ベトナムオフショア開発 
• 物流&コスト削減 
• ビジネスコミュニケーション最適化 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 
ディレクトリジャパン株式会社 担当：入（いり） 
メールアドレス：support@directoryjapan.jp 
 

https://directoryjapan.jp/product-team/
https://directoryjapan.jp/mvp/
https://directoryjapan.jp/ai-director/
https://directoryjapan.jp/delivery/
https://directoryjapan.jp/logistics/
https://directoryjapan.jp/communication/

